
－わかまち歴史嬬訪、足もとの文化遺産への掃い

ミュージアム都留からのお知らせ

芭蕉のさと企画展　甲州俳語展「甲州の自然と変容する文化」

今回の企画展の展示は2部から構成されます。‘‘甲斐へ来

た旅人の見た自然”と‘‘文化の変容と甲斐を訪れた俳人・文

人’’です。

江戸時代に入って太平の時代となり、街道が整えられる

につれて、人々が旅する機会も増えました。まず、最初に

その旅の道のりを『甲斐国絵図』で確認してみてください。

そして、絵俳書『百富士』で様々な地域から見た富士山をご

覧ください。北斎の『富嶽三十六景』に先立って刊行された

会　期　2月15日（日）まで 

時　間　午前9時一午後5時（入館は午後4時30分まで） 

観覧料　一般　　　　300円（210円） 

高・大学生　200円（140円） 

小・中学生100円（70円） 

※（）内は20名以上の団体料金です。 

休館日　毎週月曜日、第3火曜日、祝祭日の翌日 

1月1日（視）～1月3日（土） 

絵俳書は江戸時代の風景画流行の先駆けでした。単なる絵ではなく、俳譜を組み合わせたところに風雅・趣向があり、

俳文学の広がりがありました。また、甲州は江戸に近いこともあって、様々な俳人・文人が訪れました。

甲州の俳譜は、甲府を中心とする動向と谷村で展開する動向とが、そのスタートとなります。甲府においては、

江戸の俳人・岸本調和の指導を得て、調実らが出版活動を展開するのです。対して、谷村においては、松尾芭蕉と

高山葉増の交流がひそやかに展開していきます。

調和門の活動は、宝永・正徳頃に崩壊します。その後、江戸俳壇のリーダー・水間泊徳に師事しています。

対して、芭蕉の系統は元禄七年（1694年）の芭蕉他界をもって断絶します。

時代はうつり、宝暦以降、柳眉門が甲斐俳壇を席捲します。その背後に黒露・宗瑞という俳人たちが存在していたこ

とは、本展示で明らかとなります。この系統を蕉風と称する向きもありますが、芭蕉とは何の関係もない江戸における

新蕉風と称した方がよいでしょう。この流れに上矢敲氷がおり、幕末における都留市の俳人たちは　その門弟でした。

他方、五味可都里は主に開更の指導を得て、別種の蕉風を提唱します。これは京都の蕉風敬慕を原点とする幕末

の一動向でして、これまた芭蕉とは何の関係もない活動でした。

以上の動向から、甲斐は蕉風で満ち溢れるのですが、厳密に言えば柳眉系蕉風と閲更系蕉風との二大派閥が、

甲斐俳壇を席捲して幕末に至るということです。

増田誠美術館

画伯が措いたふるさとの風景

会　期　2月22日（日）まで

開館時同　午前9時～午後4時30分

会　場　増田誠美術館

（ふるさと会館2階）

休館日　月曜日、第3火曜日、祝日の

翌日、1月1日（祝）一3日（土）

増田誠が市内の各所で描いた風景

画を中心に展示しています。
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「高尾山から関東平野を望む」

≪作品の紹介≫

増田画伯がフランスに渡る直前に、高尾山に登り描いた作品です。

諾関摘艦灘酪粥絹椋へ
繕憾撥兼薬鰭デジ第月クラブ汐蛾忠鐙周粗囲多国聴メディ

アルー姦登撼繍繭上線国翻こ満願舎監霜雪でい漆す。£

徳原擬金泥潜撥遠惑漑持せ擦惑埴んか。毒し薯、達郎こ

興味恕薄雪凝ら礁鱒報恭乗経ずジ端メタラブ妙の貢シバ嶋

は怒輝鼓し患う。

図　時1月務田細‡年後l礎誠菟～4噂

2月畿澄雄部年後‡時：婚葬や迩鱒

罵離猶開渦‡年後富疇翻努～刺蟻

※デジカブ雄二開音為質闘鰯影鴻方法、醸扱蔽い二郎

茜襲押付彊薄紫。轟薗罵騰灘束薬鰭へご漣緩く澹

凄い。

闘鶏聴聞　寧蘭留疇灘発射管徳富醇臆鍛

練蘭固∴掴祖国絹離～富田池上粥間組雷独嫡鋸

璃田絹江雑硯縮ら鮒撰緩弟

開舎熊∴満鞭兼来鰭l輯漁朝掘離
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